
　
平
成
26
年
3
月
に
閉
校
し
た
名
木
小

学
校
。
市
で
は
、
学
校
跡
地
の
活
用
に

つ
い
て
検
討
を
行
い
、
地
域
へ
の
説
明

を
経
て
、
旧
名
木
小
学
校
を
民
間
事
業

者
に
貸
し
出
す
方
針
と
し
ま
し
た
。

　
そ
し
て
、
旧
名
木
小
学
校
の
校
舎
や

体
育
館
が
再
利
用
さ
れ
、
市
民
の
福
祉

の
向
上
や
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
の
活

性
化
に
取
り
組
む
施
設
「
ネ
ク
ス
ト
名

木
小
」
に
な
り
、
本
年
5
月
に
全
面

オ
ー
プ
ン
し
ま
し
た
。

ネ
ク
ス
ト
名
木
小
っ
て

ど
ん
な
施
設

　
ネ
ク
ス
ト
名
木
小
は
、
主
に
自
閉
症

な
ど
の
知
的
障
が
い
が
あ
る
人
を
対
象

と
し
た
障
害
福
祉
サ
ー
ビ
ス
事
業
所

（
生
活
介
護
事
業
所
）で
す
。

　
福
祉
施
設
と
し
て
活
用
し
て
い
く
た

め
の
改
修
工
事
な
ど
が
行
わ
れ
ま
し
た

が
、
外
観
や
一
部
の
部
屋
は
、
小
学
校

当
時
の
面
影
が
残
る
よ
う
に
工
夫
さ
れ

て
い
ま
す
。

運
営
事
業
者
＝
社
会
福
祉
法
人 

菜
の

花
会

開
館
時
間
＝
月
〜
金
曜
日 

午
前
8
時

〜
午
後
5
時

　
施
設
内
に
は
、
地
域
の
人
が
利
用
で

き
る
部
屋
な
ど
も
あ
り
、
地
域
の
人
々

が
気
軽
に
集
ま
る
こ
と
の
で
き
る
施
設

に
し
て
い
き
た
い
と
い
う
事
業
者
の
願

い
が
込
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

　
地
域
の
会
合
な
ど
で
利
用
し
た
い
場

合
に
は
、
ネ
ク
ス
ト
名
木
小（
☎
85
‐

5
1
3
1
）へ
問
い
合
わ
せ
て
く
だ
さ

い
。

◦
職
員
室
…
職
員
が
い
ま
す
。
施
設
を

利
用
す
る
前
に
声
を
掛
け
て
く
だ
さ

い
◦
談
話
室
…
元
校
長
室
で
す
。
歴
代
の

旧
名
木
小
学
校
の
跡
地
が
活
用
さ
れ
、「
ネ
ク
ス
ト
名
木
小
」と
し
て

生
ま
れ
変
わ
り
ま
し
た
。
施
設
を
再
整
備
す
る
た
め
の
改
修
費
用

は
市
の
財
政
負
担
な
し
で
実
現
し
て
い
ま
す
。
今
号
で
は
ネ
ク
ス

ト
名
木
小
を
紹
介
し
ま
す
。

小学校のときと同じ色できれいに塗り直された施設

談話室

体育館 災害備蓄品

遊び室「名木っ子」 施設内での作業の様子

閉
校
し
た
学
校
が
生
ま
れ
変
わ
っ
た

ネ
ク
ス
ト
名
木
小
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インタビュー

　市では、地域の活性化やコミュニティー機能の
維持を図るため、旧久住第二小学校（大室）の校
舎や体育館、校庭などを活用する事業者を募集
します。
　選考は公募型プロポーザル方式で行います。
提案者は、説明会や現地見学などに参加し、事
業計画や改修計画、運営後の姿を提案してくだ
さい。

　条件や募集スケジュールなどは企画政策課
ホームページ（http://www.city.narita.chiba.
jp/sisei/sosiki/kikaku/std0169-4.html）で公
表します。
※くわしくは同課（☎20-1500）へ。

校
長
先
生
の
写
真
が
掲
示
さ
れ
て
い

ま
す
。
地
域
の
会
合
や
談
話
の
場
と

し
て
活
用
で
き
ま
す

◦
遊
び
室
「
名
木
っ
子
」
…
元
教
室
で

す
。
地
域
の
人
の
遊
び
場
と
し
て
も

活
用
で
き
ま
す
。
選
挙
の
際
は
、
投

票
所
と
し
て
活
用
さ
れ
ま
す

◦
体
育
館
…
運
動
施
設
と
し
て
利
用
で

き
ま
す
。
バ
ス
ケ
ッ
ト
コ
ー
ト
1
面
、

バ
レ
ー
コ
ー
ト
1
面
の
広
さ
が
あ
り

ま
す
。
災
害
時
に
は
自
主
避
難
所
と

し
て
使
う
こ
と
が
で
き
ま
す

◦
校
庭
…
子
ど
も
た
ち
の
遊
び
場
や
地

域
行
事
な
ど
に
利
用
で
き
ま
す
。
災

害
時
の
指
定
緊
急
避
難
場
所
と
し
て
、

ま
た
ド
ク
タ
ー
ヘ
リ
の
離
着
陸
場
と

し
て
登
録
さ
れ
て
い
ま
す

改
修
に
は

市
の
財
政
負
担
な
し

　
旧
名
木
小
学
校
の
活
用
に
は
、
民
間

事
業
者
の
資
金
力
や
ア
イ
デ
ィ
ア
で
事

業
を
進
め
る
「
P
P
P（
官
民
連
携
）」

と
呼
ば
れ
る
方
法
で
取
り
組
み
ま
し
た
。

　
こ
の
方
法
の
メ
リ
ッ
ト
は
、
民
間
の

優
れ
た
技
術
・
サ
ー
ビ
ス
な
ど
に
よ
り
、

市
の
財
政
負
担
を
減
ら
し
な
が
ら
費
用

対
効
果
の
高
い
公
共
サ
ー
ビ
ス
を
提
供

で
き
る
こ
と
や
、
事
業
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル

を
短
縮
で
き
る
こ
と
で
す
。

　
ま
た
、
今
回
は
施
設
を
地
域
に
開
放

す
る
な
ど
の
地
域
貢
献
活
動
の
提
案
が

事
業
者
か
ら
あ
り
、
公
共
・
公
益
性
が

非
常
に
高
い
も
の
と
な
っ
て
い
ま
す
。

今
回
の
学
校
跡
地
の
活
用
で

見
込
ま
れ
る
効
果

市
全
体
の
福
祉
の
向
上

　
市
内
で
不
足
し
て
い
る
障
害
福
祉

サ
ー
ビ
ス
事
業
所
が
新
設
さ
れ
た
こ
と

で
、
障
が
い
の
あ
る
人
が
地
域
で
安
心

し
て
暮
ら
せ
る
社
会
の
実
現
が
期
待
で

き
ま
す
。

地
域
の
環
境
美
化

　
事
業
の
一
環
と
し
て
、
周
辺
の
ご
み

拾
い
や
草
刈
活
動
が
実
施
さ
れ
、
地
域

の
環
境
美
化
に
貢
献
し
て
い
ま
す
。

地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
の
維
持

　
施
設
は
地
域
に
開
放
さ
れ
、
一
部
の

教
室
や
体
育
館
、
校
庭
を
地
域
の
集
会

や
子
ど
も
の
遊
び
場
と
し
て
利
用
す
る

こ
と
が
で
き
ま
す
。

　
ま
た
、
地
区
社
会
福
祉
協
議
会
の
催

し
物
の
会
場
と
し
て
の
活
用
も
予
定
さ

れ
て
い
ま
す
。

災
害
時
の
備
え

　
災
害
時
に
は
、
避
難
場
所
や
自
主
避

難
所
と
し
て
利
用
で
き
ま
す
。
ま
た
、

事
業
者
の
地
域
貢
献
活
動
の
一
環
と
し

て
、
周
辺
地
域
か
ら
避
難
者
を
受
け
入

れ
る
た
め
の
災
害
備
蓄
品
が
用
意
さ
れ

て
い
ま
す
。

※
く
わ
し
く
は
企
画
政
策
課（
☎
20
‐

1
5
0
0
）へ
。

平成23年3月に閉校した久住第二小学校
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活用事業者を募集旧久住第二小学校

　現在、障害福祉サービス事業所が不足しています。知的障がい者が特
別支援学校を卒業後、日中の活動の場がなく目標もない日々を過ごさな
いようにするため旧名木小学校を借用し、障がい者の通所施設として活
用することを提案しました。施設名は、地域の皆さんの思い出が詰まっ
た「名木小」を生かしたものにしたいと思いました。また、次（next）の役
割として、子どもから高齢者、障がい者、地域住民までが気軽に集える
場所でもある福祉事業所を目指したいと考え、施設名を「ネクスト名木小」
としました。施設の一部を地域住民に開放したり、地区社会福祉協議会
と連携した催し物を開催したりもします。名木小学校が地域の核であっ
たようにネクスト名木小もそのような集いの場でありたいと思います。

地域と共に歩む施設に

ネクスト名木小 施設長

前田潤
じゅん
悦
えつ
さん
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